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日
本
国
憲
法

　

69
回
目
の
憲
法
記
念
日

が
過
ぎ
た
。
日
常
的
に
命

と
向
き
合
っ
て
き
た
医
療

人
と
し
て
、
戦
後
の
平
和

主
義
の
歩
み
を
刻
ん
で
き

た
日
本
国
憲
法
の
重
み
を

改
め
て
噛
み
締
め
た
い
。

　

集
団
的
自
衛
権
を
容
認

す
る
憲
法
解
釈
、
安
全
保

障
関
連
法
（
戦
争
法
）
の

強
行
、
安
倍
・
自
公
政
権

の
改
憲
方
針
な
ど
、
こ
の

１
年
で
平
和
憲
法
を
め
ぐ

る
状
況
は
激
変
し
た
。
７

月
の
参
院
選
後
に
は
、
内

戦
状
態
に
あ
る
南
ス
ー
ダ

ン
で
の
自
衛
隊
の
武
器
使

用
の
拡
大
が
迫
る
な
ど
、

「
二
度
と
海
外
で
戦
争
し

な
い
」
と
の
非
戦
の
誓
い

が
現
実
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。

　

戦
争
で
脅
か

さ
れ
る
の
は
国

民
の
命
や
生
活

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
私
た
ち
が
ど
れ

ほ
ど
手
を
か
け
て
一
人
ひ

と
り
の
健
康
を
守
っ
て

も
、
一
瞬
に
し
て
多
く
の

命
が
奪
わ
れ
る
。
医
療
人

と
し
て
の
責
務
を
ま
っ
と

う
す
る
に
は
平
和
で
あ
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

安
倍
政
権
の
軍
事
偏
重

路
線
は
、
社
会
保
障
分
野

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
米
軍
と
の
共
同

作
戦
を
視
野
に
自
衛
隊
の

活
動
範
囲
を
広
げ
た
結

果
、
防
衛
予
算
は
過
去
最

　

今
後
、
消
費
税
増
税
に

加
え
て
、
患
者
負
担
増
を

中
心
と
す
る
医
療
大
改
悪

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
軍

拡
を
強
め
れ
ば
強
め
る
ほ

ど
、
社
会
保
障
は
後
退
を

重
ね
、
国
民
の
命
と
生
活

は
ま
す
ま
す
軽
視
さ
れ
る

で
３
分
の
２
以
上
の
議
席

を
獲
得
し
、
憲
法
改
定
に

乗
り
出
す
意
向
を
示
し
て

い
る
。
自
民
党
の
改
憲
草

案
で
は
、
国
防
軍
の
創
設

や
海
外
で
の
武
力
行
使
の

拡
大
、
基
本
的
人
権
の
制

限
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、

え
て
立
ち
上
が
り
、「
戦

争
法
反
対
」「
立
憲
主
義

守
れ
」
と
声
を
上
げ
続
け

て
い
る
。
そ
の
声
に
突
き

動
か
さ
れ
て
野
党
共
闘
が

進
み
、
参
院
選
の
１
人
区

で
統
一
候
補
が
次
々
と
誕

生
。
歴
史
的
な
共
同
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

来
る
参
院
選
で
は
、
現

行
憲
法
の
理
念
を
貫
き
、

一
人
ひ
と
り
の
命
を
大
切

に
す
る
社
会
を
つ
く
る
た

め
の
選
択
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
世
界
に
誇
る

国
民
皆
保
険
制
度
の
土
台

に
は
、
憲
法
の
下
で
戦
争

と
は
無
縁
の
平
和
な
社
会

が
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
と
に
な
る
。
安
保
法
の

下
で
、
私
た
ち
が
願
う

「
よ
り
良
い
医
療
」
と
は

正
反
対
の
政
策
が
進
ん
で

い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

安
倍
首
相
は
、
参
院
選

で
公
明
・
お
お
さ
か
維
新

を
含
め
た
「
改
憲
勢
力
」

さ
ら
な
る
軍
事
化
を
め
ざ

し
て
い
る
。

　

か
つ
て
の
日
本
で
軍
拡

路
線
が
破
滅
的
な
結
果
を

も
た
ら
し
た
こ
と
を
私
た

ち
は
知
っ
て
い
る
。
過
去

に
学
び
、
多
く
の
国
民
が

思
想
・
信
条
や
世
代
を
超

大
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
軍

備
拡
大
の
財
源
を
捻
出
す

る
た
め
に
医
療
・
介
護
・

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
予

算
は
削
減
に
次
ぐ
削
減
。

こ
の
４
年
間
で
自
然
増
分

だ
け
で
も
１
兆
３
２
０
０

億
円
が
削
ら
れ
た
。

平
和
の
重
み
噛
み
締
め
て

４月度生涯
研 修 講 座

第14回
理事会

舌
圧
、咀
嚼
機
能
検
査
学
ぶ

熊
本
地
震
で
財
政
支
援

診
療
報
酬
改
定
で
保
険
導
入

参
院
選
で
医
療
要
求
の
争
点
化
め
ざ
す

　

臨
床
・
学
術
部
は
、
診
療

報
酬
改
定
で
新
た
に
評
価
さ

れ
た
舌
圧
検
査
と
有
床
義
歯

咀
嚼
機
能
検
査
に
つ
い
て
学

ぼ
う
と
４
月
17
日
、
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
生
涯
研
修
講
座
を

開
い
た
。
皆
木
祥
伴
氏
（
大

阪
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
咀

嚼
補
綴
科
医
員
）
が
講
師
を

務
め
た
。

　

最
初
に
歯
科
医
療
に
お
け

る
検
査
に
つ
い
て
、
そ
の
中

の
機
能
検
査
と
は
何
か
、
ま

た
、
４
月
か
ら
の
新
規
医
療

技
術
の
保
険
導
入
に
つ
い
て

話
し
た
。
摂
食
嚥
下
機
能
に

つ
い
て
、
▽
認
知
・
先
行
期

▽
準
備
期
▽
口
腔
期
▽
咽
頭

期
▽
食
道
期
―
―
の
５
期
の

モ
デ
ル
を
解
説
し
た
。

　

準
備
期
か
ら
口
腔
期
に
か

け
て
は
、
口
腔
に
取
り
込
ん

だ
食
物
を
舌
で
臼
歯
部
へ
と

輸
送
し
て
粉
砕
し
、
食
塊
形

成
し
、
食
塊
を
中
咽
頭
へ
送

り
込
む
時
期
で
あ
る
と
述

べ
、
実
際
の
動
画
を
使
っ
て

説
明
し
た
。

　

有
床
義
歯
咀
嚼
機
能
検
査

に
は
下
顎
運
動
測
定
と
咀
嚼

能
力
測
定
が
あ
り
、
下
顎
運

動
測
定
と
は
開
閉
口
路
を
記

録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
咬

合
干
渉
、
顎
関
節
の
運
動
障

害
、
習
慣
的
咬
合
位
を
検
査

す
る
も
の
で
あ
る
。
今
、
発

売
さ
れ
て
い
る
機
器
を
紹
介

し
、
今
回
の
保
険
収
載
に
お

け
る
相
違
点
や
、
実
際
ど
こ

を
見
て
い
る
の
か
、
噛
み
方

は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
時
と
場
所

に
よ
っ
て
違
う
の
で
は
な
い

か
と
話
し
た
。

　

咀
嚼
能
力
検
査
は
20
秒
間

グ
ミ
を
噛
ん
で
の
咀
嚼
力
を

測
る
も
の
で
１
５
０
回
以
上

が
正
常
で
、
摂
食
機
能
療
法

に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
発
達

遅
滞
、
顎
お
よ
び
舌
切
除
の

手
術
ま
た
は
脳
血
管
疾
患
等

に
よ
る
後
遺
症
を
有
す
る
患

者
に
加
え
て
、
Ｖ
Ｅ
（
嚥
下

内
視
鏡
検
査
）
な
ど
で
摂
食

機
能
障
害
と
診
断
し
た
場
合

も
可
能
と
な
っ
た
事
、
ま
た

誰
が
行
い
、
記
載
事
項
、
注

意
点
、
治
療
法
、
ど
ん
な
処

置
が
あ
る
の
か
、
舌
摂
食
補

助
床
の
製
作
方
法
、
口
蓋
形

態
決
定
方
法
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

　

質
疑
応
答
に
丁
寧
に
答

え
、
講
演
を
終
了
し
た
。
参

加
は
１
０
２
人
だ
っ
た
。

　

協
会
は
14
日
、
第
14
回
理

事
会
を
開
き
、「
社
会
保
障

と
平
和
を
守
る
勢
力
が
多
数

を
占
め
る
国
会
を
求
め
」

て
、
７
月
10
日
に
も
投
開
票

予
定
の
参
院
選
に
向
け
た
政

策
宣
伝
を
重
視
す
る
、
国
会

会
期
中
に
「
ス
ト
ッ
プ
！
新

た
な
患
者
負
担
増
署
名
」
を

提
出
し
、
議
員
へ
の
国
会
要

請
を
強
め
、
参
院
選
の
争
点

に
押
し
上
げ
る
、
診
療
報
酬

改
定
を
受
け
て
協
会
と
し
て

の
医
療
要
求
を
ま
と
め
て
い

く
な
ど
の
医
療
運
動
対
策
を

決
め
た
。

　

会
務
運
営
で
は
、
５
月
21

日
に
開
く
第
52
回
評
議
員
会

に
提
案
す
る
２
０
１
５
年
度

決
算
案
、
収
支
差
額
処
理

案
、
16
年
度
予
算
案
を
確

定
、
会
務
報
告
案
と
共
に
評

議
員
に
事
前
送
付
す
る
こ
と

を
決
め
た
。
熊
本
地
震
へ
の

支
援
で
は
、
会
員
に
支
援
募

金
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
併

せ
て
、
熊
本
協
会
に
２
０
０

万
円
の
財
政
支
援
を
協
会
と

し
て
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

　

患
者
紹
介
サ
イ
ト
を
運
営

す
る
業
者
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
が
会
員
か
ら
相
次
い

で
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
サ

イ
ト
は
全
国
の
歯
科
医
院
情

報
を
検
索
す
る
ペ
ー
ジ
に
な

っ
て
お
り
、
こ
の
業
者
と
有

料
会
員
契
約
を
結
べ
ば
、
サ

イ
ト
を
通
し
て
患
者
が
診
療

予
約
で
き
る
と
い
う
も
の
。

新
規
患
者
一
人
に
つ
き
、
紹

介
料
と
し
て
数
千
円
を
業
者

に
支
払
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
。

　

厚
労
省
保
険
局
医
療
課
は

同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
保

険
医
療
機
関
の
場
合
、
療
養

担
当
規
則
第
２
条
の
「
経
済

上
の
利
益
の
提
供
に
よ
る
誘

引
の
禁
止
」
に
抵
触
す
る
、

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
、
業
者
自
体
を
規
制
す

康
へ
の
リ
ス
ク
が
判
然
と
し
な
く
て
も
、
保
険
導
入

の
検
討
を
「
一
定
期
間
内
に
完
了
す
る
こ
と
」
が
決

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
保
険
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
製

薬
企
業
な
ど
に
よ
る
不
服
審
査
を
規
定
。
保
険
範
囲

や
価
格
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
問
題
と
な
る
の
が
、
第
９
章
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ

条
項
だ
。
例
え
ば
、
日
本
で
活
動
す
る
米
国
企
業
が

日
本
政
府
の
政
策
で
損
害
を
被
っ
た
場
合
、
国
を
相

手
に
提
訴
で
き
る
制
度
だ
。
米
国
の
製
薬
会
社
や
保

険
会
社
が
「
国
民
皆
保
険
制
度
で
医
療
費
や
薬
価
を

安
く
し
て
い
る
の
は
、
公
平
な
競
争
を
阻
害
し
て
い

る
」
と
訴
え
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

　

裁
判
は
世
界
銀
行
傘
下
の
国
際
投
資
紛
争
解
決
セ

ン
タ
ー
で
審
理
さ
れ
る
。
世
銀
の
総
裁
ポ
ス
ト
は
米

国
が
握
っ
て
お
り
、
裁
判
で
負
け
れ
ば
莫
大
な
賠
償

金
の
支
払
い
に
加
え
、
制
度
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。 

（
つ
づ
く
）

　

英
文
で
約
８
４
０
０
㌻
に
わ
た
る
環
太
平
洋
連
携

協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）文
書
。
政
府
が
今
国
会
に
提
出
し
た

日
本
語
訳
は
、
ご
く
一
部
だ
け
だ
っ
た
。
野
党
が
要

求
し
た
交
渉
資
料
は
す
べ
て
黒
塗
り
に
―
―
。
政
府

が
秋
の
臨
時
国
会
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
を
狙
う
な
か
、
ひ

た
隠
し
に
す
る
〝
不
都
合
な
真
実
〞
を
解
説
す
る
。

◇

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
公
開
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

協
定
文
書
。
知
的
財
産
を
取
り
決
め
た
第
18
章
で

は
、
医
薬
品
に
つ
い
て
①
特
許
期
間
の
延
長
制
度
②

新
薬
の
デ
ー
タ
保
護
―
―
を
導
入
す
る
と
し
て
い

る
。
新
薬
価
格
の
高
止
ま
り
と
共
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
普
及
に
大
き
な
障
壁
と
な
る
。
国
境
な

き
医
師
団
は
、「
最
悪
の
貿
易
協
定
」
と
厳
し
く
批

判
し
て
い
る
。

　

第
26
章
で
は
、
医
薬
品
や
医
療
機
器
の
保
険
導
入

に
関
す
る
取
り
決
め
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
健

る
規
則
や
法
律
は
な
い
た

め
、事
実
上
、野
放
し
に
な
っ

て
い
る
。
協
会
は
、
同
様
の

患
者
紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
会
員
に

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
は
、
診
療
報
酬

の
２
回
連
続
の
総
枠
マ
イ
ナ

ス
改
定
、
社
会
保
障
の
自
然

増
を
大
幅
に
削
減
し
た
こ
と

を
は
じ
め
、
70
〜
74
歳
の
窓

口
負
担
の
２
割
化
実
施
な
ど

医
療
費
抑
制
政
策
を
推
進
し

て
き
た
。
参
院
選
は
そ
の
審

判
を
く
だ
す
機
会
と
し
て
、

協
会
・
保
団
連
は
政
党
、候
補

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
会
員

へ
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

　

診
療
報
酬
改
定
を
受
け
、

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し

な
が
ら
施
設
基
準
に
よ
る
縛

り
の
撤
廃
な
ど
今
次
改
定
の

問
題
点
の
是
正
を
求
め
る
。

改
定
を
め
ぐ
る
説
明
会
と
そ

の
後
の
施
設
基
準
研
修
会
な

ど
に
よ
る
新
規
入
会
者
が
増

え
た
。
４
月
の
実
増
は
41
人

で
、
会
員
現
勢
４
０
５
０
人

を
超
え
た
。

舌圧検査の方法を解説
する皆木祥伴氏＝４月
17日、Ｍ＆Ｄホール　

ご注意

患者紹介ビジネス
療担規則に違反も

歯科医院の売買ならさくらハウスへ

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（05）043403号　担当：平石
大阪市城東区東中浜1‒12‒15　℡   06-6170‒8880　℻ 06-6170-8980
㈲さくらハウス

売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

賃貸（箕面方面）
200万円
賃料200,000円
配管のみ

高槻市川添　100万円
チェア４台　２Ｆ
賃料21.6万
昭和48年開業

医療を襲う〝不都合な真実〟
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